
令和３年度 公共事業再評価

交通基盤部 道路局 道路整備課

道路事業：２事業

番号 事業名 箇所名
代表
事業

１ 道路改築事業 一般県道富士由比線（新々富士川橋） ○

２ 道路改築事業 一般県道山梨一宮線

いっぱんけんどう ふ じ ゆ い せん しんしん ふ じ かわばし

いっぱんけんどうやまなしいちのみやせん
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（⼀）富⼠由⽐線（新々富⼠川橋）

（⼀）⼭梨⼀宮線

令和３年度 公共事業再評価
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【凡 例】

逢来橋

富士川橋

富士川スマートIC

富士市
（旧富士川町）

静岡市清水区

主要渋滞箇所
富士市橋下付近～
富士市富士川橋西付近

富士IC

富士宮市

新富士ＩＣ

富士市

文

文

文 文

文

文文

文

文

文
文 文

文

文
文

文

文

文

文

文

都市計画道路
五味島岩本線
（富士市施行）

文

文

文

富士市役所

新々富士川橋整備
事業区間 L=1,400m

１．事業箇所位置図（詳細）

文

文

文 文

文
文

事業区間

現道

（バイパス）

文
文

主要渋滞区間

高速道路

国道

主要地方道

一般県道
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２．事業概要
■事業⽬的
① 富⼠川橋の渋滞緩和

② 南海トラフ巨⼤地震等に対して緊急輸送路の
機能を補完する道路の確保

富士IC

新富士IC

富士川スマートIC

富士駅

富士宮市

富士市

新富士駅

富士市
（旧富士川町）

逢来橋

静岡市
清水区

富士市役所

都市計画道路
五味島岩本線
（富士市施工）

新々富士川橋整備
事業区間 L=1,400m

富士川橋
主要渋滞区間
富士市橋下付近～
富士市富士川橋西付近

事業期間 ︓ 平成１４年度〜令和５年度
事業延⻑ ︓ １，４００ｍ

（橋梁部741.5ｍ、道路部658.5ｍ）
道路幅員 ︓ ⾞道６．５(全幅１４．０)ｍ
⾞線数 ︓ ２⾞線
現況交通量︓ 23,717台/⽇（県道 富⼠由⽐線）
混雑度 ︓ 1.87（県道 富⼠由⽐線）
計画交通量︓ 13,404台/⽇（新々富⼠川橋）
全体事業費︓ 13,000百万円
進捗率 ︓ ９５％（事業費べ―ス）【R3末⾒込み】

【標準横断図】
＜橋梁部＞ ＜道路部＞

■事業内容橋梁部 道路部
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２．事業概要

（令和３年６⽉８⽇撮影）下流側から上流側を望む

富⼠川A2橋台

P6橋脚
P5橋脚

P4橋脚
P3橋脚

P2橋脚
P1橋脚 A1橋台

道路部
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３．事業を巡る社会情勢等
●富⼠川橋周辺の渋滞状況

富士川スマートIC

主要渋滞区間

橋下交差点

富士川橋西交差点

新々富士川橋整備

富士川橋

最大渋滞長 390m
（通過時間7分）

最大渋滞長 160m
（通過時間9分）

最大渋滞長
1,460m

（通過時間14分）

最大渋滞長
（R2.12.3調査）

❷

② 東名⾼速道路南側（富⼠市岩淵地内）

① 富⼠川橋東側（富⼠市松岡地内）

❶ 写真撮影方向
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３．事業を巡る社会情勢等
前回からの変更点・理由

当初 変更

前回（H28） 今回（R3） 主な変更理由

①計画期間 H14〜R3 H14〜R5
（＋2年）

・⽤地取得に想定以上の時間を要
したため。

②全体事業費 11,000百万円 13,000百万円
（＋2,000百万円）

・材料費等の上昇
・河川内⼯事に伴う仮締切など仮
設⼯の増⼯

河川内に設置する仮締切について、H30.3の降雨による出水により、仮締切高の計画で用いる

河川流量が増加となり、仮締切高を見直した結果、仮設工が増工となった。
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４．事業の投資効果（費⽤便益⽐）

総 便 益 (Ｂ) 214.28億円
⾛⾏時間短縮便益 200.65億円
⾛⾏経費減少便益 10.37億円
交通事故減少便益 3.26億円

総 費 ⽤ (Ｃ) 133.23億円
改 築 費 133.31億円
維持管理費 0.61億円
⽤地残存価値 -0.69億円

今回評価（R3）
費⽤便益⽐ (Ｂ/Ｃ) 1.61
経済的内部収益率（EIRR） 6.68％

費⽤便益⽐＝
総便益（⾛⾏時間短縮便益＋⾛⾏経費減少便益＋交通事故減少便益）

総費⽤（事業費＋維持管理費－⽤地残存価値）

（前回評価 2.03）
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５．事業の投資効果（定性的な効果）

① 富⼠川東⻄の交流促進

② 公共交通の利便性向上

③ 企業活動の活性化

④ 防災機能の強化
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中之郷地区から
中⼼市街地まで
所要時間が約７分短縮

松野地区から
中⼼市街地まで
所要時間が約６分短縮

５．事業の投資効果（定性的な効果）
①富⼠川東⻄の交流促進
• 松野地区や中之郷地区と中⼼市街地とのアクセス強化により移動時間が短縮され、⽣活
利便性が向上する

30分
24分

0

10

20

30

40

整備前 整備後

約６分短縮
富士IC

市立中央図書館

中心市街地

富士市役所

市立中央病院

救急医療センター

富士市文化会館

富士市交流プラザ

松野まちづくりセンター

主要公共施設

主要医療施設

大規模小売店舗

松野地区 松野地区と中⼼市街地を結ぶ
新たな⽣活幹線として機能

新々富士川橋整備

地域の声
•富⼠川橋
は、通勤時の
渋滞が激し
く、地域⽣活
に⽀障をきた
しており、早
期の完成を
期待していま
す。

23 分
16 分

0

10

20

30

整備前 整備後

富士川橋

約７分短縮
中之郷
地区

富士川まちづくりセンター

共立蒲原総合病院
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５．事業の投資効果（定性的な効果）
②公共交通の利便性の向上
• 富⼠川橋⻄交差点の渋滞の緩和により、バスの定時性を確保

共立蒲原総合病院
(２次救急)

新々富士川橋整備

富士駅

蒲原中方面

富士川駅

富士川橋

●富⼠急静岡バス㈱
・富⼠駅〜蒲原病院（3往復/⽇）
・富⼠駅と富⼠川駅周辺市街地、
蒲原病院等を連絡

松野地区富士宮方面

主要渋滞区間
（富士市橋下付近～富士市富士川橋西付近）

バス運⾏事業者の声
•富⼠川橋⻄付近の渋滞の緩和によ
り、路線バスの定時性の確保が期
待される。
•渋滞時の事故リスク低減など、安全
の確保につながることが期待される。

●⼭梨交通(株)
・富⼠宮駅〜蒲原病院・蒲原中学校
（⽚道16〜17本/⽇）
・松野地区唯⼀の公共交通であり、富⼠
川駅、蒲原病院への主要アクセスとして
機能
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５．事業の投資効果（定性的な効果）
③企業活動の活性化
• 既存⼯場群から富⼠川ＳＩＣへのアクセス強化により企業活動の活性化が期待。

松野地区
既存工場群

岩本・久沢地区
既存工場群

富士川橋

富士川SIC

地元企業の声
•台風などの通行規制時に、配
送ルートの選択肢が増え、非
常に便利になる。
•新橋の整備計画があることも
新工場立地の一因で、SICへ
のアクセスも飛躍的に向上す
ることが期待される。

地元企業の声
•一般車の通行経路が、新しい
橋に移行することで、交通が
分散し、物流の効率化、生産
性の向上が期待される。

新々富士川橋整備
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④防災機能の強化
• 緊急輸送路を補完するとともに、富⼠川⽊島地区河川防災ステーションに直結するルート
が確保され、⽔害、震災時の防災活動に⼤きく寄与する

富士IC

富士川
スマートIC

新々富士川橋整備

富士川橋

防災ステーション
(水防活動ヤード)

防災ステーション
(資材備蓄ヤード)

緊急物資集積所
(ふじさんめっせ)

富士市役所

共立蒲原総合病院
(２次救急)

市立中央病院
（２次救急）

川村病院
(２次救急)

聖隷富士病院
(２次救急)

富士整形
外科病院

河川防災ステーション・緊急物資集積所

災害救護病院

・新たな橋梁の整備により、富⼠川渡河
部における災害時のリダンダンシーの確保・⽔防活動拠点（防災ス

テーション）と対岸の浸⽔
想定区域を直結し、迅速な
出動を⽀援

⽊島地区河川防災ステーション写真・事業進捗状況：
令和２年度甲府河川国道事務所の事業概要より

５．事業の投資効果（定性的な効果）
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７．事業の進捗状況
• 事業費ベース ︓ ９５％ （令和３年度末⾒込み）

• ⼯事費ベース ︓ ９５％ （令和３年度末⾒込み）

• ⽤地取得⾯積ベース ︓ ９９％ （令和２年度末時点）

（令和３年６⽉８⽇撮影）左岸側から右岸側を望む

富⼠川
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８．今後の事業の進捗の⾒込み
• 令和２年５⽉末に橋梁下部⼯（橋脚６基、橋台２基）がすべて完成
し、 同年11⽉より橋桁の架設⼯事に着⼿している。

• 地元の期待も⼤きいため、引続き事業の進捗を図り、令和５年度に供⽤
予定である。

• 本事業の整備効果を確実に発揮させるためには、橋梁と既存道路を結ぶ
接続道路の整備が重要であることから、事業主体である富⼠市と緊密に連
携して整備を進める。

９．新たなコスト縮減・代替案⽴案等の可能性
• 他現場の発⽣⼟を道路盛⼟へ流⽤するなど、引続きコスト縮減を図る。

• 供⽤後、特に腐⾷が懸念される桁端部等に対して、塗装の増塗による⻑寿
命化対策を実施し、ライフサイクルコストの縮減を図る。
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10．対応⽅針（案）とその理由

事業を継続し、早期完成を図る。

本事業は、

・ 富⼠川橋周辺の渋滞緩和により、地域内交通の円滑化、公共交通の
利便性向上、企業活動の活性化に寄与する。

・ 緊急輸送路を補完し、防災機能の強化に寄与する。

・ 新たな橋梁の整備は地元の期待も⼤きく、地元も事業に協⼒的である。

・ 費⽤便益⽐（Ｂ／Ｃ）が 「 1.61 」であり、1.0を上回っている

以上から、事業効果が⼤きい。
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